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災
害
が
相
次
い
だ
年
で
し
た
。

　

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

し
ま
し
て
も
被
災
地
に
職
員
を

派
遣
し
、
そ
こ
で
得
た
体
験
や

知
識
を
職
場
で
共
有
す
る
た
め

自
主
研
修
会
を
開
き
、
非
常
時

に
備
え
た
訓
練
を
行
う
な
ど
災

害
時
へ
の
備
え
を
充
実
さ
せ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

急
激
な
高
齢
化
の
進
行
を
は

じ
め
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
、

孤
立
・
孤
独
、
虐
待
、
災
害
時

要
配
慮
者
な
ど
地
域
福
祉
を
取

り
巻
く
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、

複
雑
化
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
行
政

な
ど
関
係
機
関
・
団
体
は
も
と

よ
り
自
治
会
な
ど
地
域
の
皆
様

と
手
を
携
え
、
地
域
福
祉
の
充

実
を
目
指
し
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
穏
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
流
山
市
民
の
皆
様

の
平
均
寿
命
が
男
女
共
に
千
葉

県
内
で
一
位
で
あ
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

介
護
保
険
事
業
を
運
営
し
て
い

る
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
を
初
め
て
開
催
し
た
の
を

は
じ
め
、
江
戸
川
学
園
お
お
た

か
の
森
専
門
学
校
で
の
介
護
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
介
護
に

対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
よ
う
活
動
を
展
開
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
年
も
南
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
訪
問
介
護

事
業
や
居
宅
介
護
支
援
事
業
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介
護
認

定
調
査
業
務
な
ど
を
通
じ
、
誰

も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
記
録
的
な

猛
暑
を
は
じ
め
大
阪
府
北
部
地

震
や
平
成
30
年
７
月
豪
雨
、
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
、
そ
し
て

台
風
や
竜
巻
な
ど
大
き
な
自
然

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
鈴
木
孝
夫

今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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流
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
大
野
ト
シ
子
会
長
・
百
五

十
六
人
）
は
、
11
月
の
「
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
」
に
合
わ
せ
流

鉄
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
、
小

中
学
生
の
標
語
を
中
吊
り
広
告
の

よ
う
な
形
で
流
山
線
の
車
両
内
に

掲
示
し
ま
し
た
。
同
協
議
会
が
、

平
成
24
年
度
か
ら
児
童
虐
待
防

止
・
予
防
に
つ
な
が
る
「
家
族
の

絆
」
を
テ
ー
マ
に
夏
休
み
期
間
中

に
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
募
集
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

25
小
中
学
校
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

皆
様
か
ら
の
会
費
や
共
同
募
金
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

流鉄の車内に掲示された２種類のポスター

デイサービスセンターを開放して行われた子どもたちのダンス

寄贈いただいた送迎車両

民
生・児
童
委
員
が
啓
発

民
生・児
童
委
員
が
啓
発

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
送
迎
用
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
送
迎
用
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
送
迎
用
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
送
迎
用
に

三
千
二
百
十
作
品
の
中
か
ら
「
守

ろ
う
よ
子
ど
も
の
笑
顔
未
来
の
た

め
に
」
（
流
山
小
５
年
・
松
本
裕

翔
さ
ん
）
と
、
「
あ
い
さ
つ
と
笑

顔
で
つ
な
が
る
家
族
の
絆
」
（
南

部
中
２
年
・
古
坂
泰
誠
さ
ん
）
の

２
標
語
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

家
族
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
南
部

中
学
校
美
術
部
員
の
合
作
に
よ
る

絵
画
を
中
央
に
配
し
、
児
童
虐
待

防
止
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

た
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
が
印
刷

さ
れ
た
中
吊
り
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、

車
内
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。

児童虐待防止等を呼び掛け
流鉄で中吊りポスター
児童虐待防止等を呼び掛け
流鉄で中吊りポスター

初
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

初
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

楽
し
み
な
が
ら
介
護
を
身
近
に

楽
し
み
な
が
ら
介
護
を
身
近
に

中
外
製
薬
か
ら
車
両
を
寄
贈

中
外
製
薬
か
ら
車
両
を
寄
贈

中
外
製
薬
か
ら
車
両
を
寄
贈

中
外
製
薬
か
ら
車
両
を
寄
贈

子
ど
も
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て

子
ど
も
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て

学
童
で
働
こ
う
！

学
童
で
働
こ
う
！

小
中
学
生
の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
で

小
中
学
生
の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
で

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
も
推
進

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
も
推
進

　

地
域
ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

し
た
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
も

「
優
し
さ
と
笑
顔
で
つ
な
が
る
ぼ

 

10
月
４
日
（
木
）
、
流
山
市
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
で
、
身
体
障
害
者
及

び
ご
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
、
ご
利
用
者
を
送
迎
す

る
た
め
の
車
両
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
外
製
薬
株
式
会
社
の
在
宅
福

祉
助
成
事
業
と
し
て
、
流
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
移
送
サ
ー
ビ
ス

カ
ー
を
寄
贈
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
、

車
種
は
、
ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
ウ

ェ
ル
キ
ャ
ブ
車
い
す
仕
様
車
４
Ｗ

Ｄ
６
速
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
す
。

車
い
す
の
ご
利
用
者
２
名
と
歩
行

可
能
な
ご
利
用
者
8
名
が
同
時
に

乗
車
可
能
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

も
乗
車
可
能
な
車
両
で
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
ド
ア
に
連
動
し
た
電

動
格
納
式
大
型
ス
テ
ッ
プ
や
車
い

す
収
納
装
置
、
手
す
り
、
車
い
す

固
定
装
置
な
ど
が
備
え
ら
れ
、
お

身
体
の
不
自
由
な
ご
利
用
者
も
安

全
に
送
迎
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明るい職場です

　

10
月
28
日
（
日
）
、
「
流
山
市

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
流
山
市
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
に
事
務
所
を
置
き
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
福
祉
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
介
護
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
初
め
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

よ
り
地
域
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
ご
家
族
で
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
よ
う
琉
球
太
鼓
や
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
子
ど
も
た

ち
の
ダ
ン
ス
、
ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン

づ
く
り
、
行
灯
づ
く
り
、
ゲ
ー
ム
、

施
設
案
内
、
介
護
機
器
の
展
示
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
千

葉
県
生
涯
大
学
校
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
毎
年
、
多
く
の
方
々
が
見
学

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後
も

こ
う
し
た
催
し
を
通
し
て
地
域
に

開
か
れ
た
施
設
運
営
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

く
ら
の
未
来
」
（
江
戸
川
台
小
６

年
・
山
岸
昊
さ
ん
）
、
「
助
け
合

い
笑
顔
の
花
が
咲
い
て
い
る
」

（
東
深
井
中
２
年
・
橋
本
来
夢
さ

ん
）
の
２
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
（
東

深
井
小
６
年
・
田
牧
晃
成
さ
ん
、

北
部
中
２
年
・
深
谷
穂
乃
香
さ

ん
）
の
最
優
秀
賞
作
品
を
同
様
に

車
内
に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

流
鉄
の
協
力
を
得
て
車
両
内
に

「
走
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
中

吊
り
を
始
め
た
の
は
平
成
28
年
度

か
ら
で
３
回
目
で
す
。

日
勤
務
（
シ
フ
ト
制
）
。
勤
務

時
間
は
、
原
則
、
午
後
1
時
か

ら
７
時
ま
で
の
間
で
６
時
間

（
延
長
の
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
）
。

【
臨
時
職
員
】
時
給
千
円
で
、

通
勤
手
当
、
有
給
休
暇
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
諭
・
幼

稚
園
教
諭
・
保
育
士
・
社
会
福

祉
士
等
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
資

格
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
、

県
が
実
施
す
る
放
課
後
児
童
支

援
員
認
定
資
格
研
修
修
了
者
は
、

時
給
千
20
円
で
す
。
勤
務
は
、

週
３
〜
４
日
程
度
で
１
日
４
〜

５
時
間
程
度
（
シ
フ
ト
制
）
で

す
。
ま
た
、
春
休
み
や
夏
休
み

の
み
の
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
福

祉
総
務
課
福
祉
係

0
4―

７
１
５
９―

４
７
３
５

　

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
働

く
皆
さ
ん
を
募
集
中
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
賑
や
か
な

声
に
元
気
を
も
ら
え
る
仕
事
で

す
。
午
後
の
数
時
間
を
地
域
の

た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
嘱
託

職
員
や
臨
時
職
員
な
ど
ご
事
情

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方

が
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

【
嘱
託
職
員
】
月
額
15
万
円
か

ら
で
、
資
格
手
当
、
期
末
手
当

（
年
間
最
大
２
・
７
カ
月
分
）
、

通
勤
手
当
、
有
給
休
暇
・
福
利

厚
生
制
度
（
職
員
健
康
診
断
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助

成
等
）
あ
り
、
社
会
保
険
（
健

康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
）
・

雇
用
保
険
加
入
・
労
災
保
険
適

用
で
す
。
学
校
教
諭
・
幼
稚
園

教
諭
・
保
育
士
・
社
会
福
祉
士

等
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
、
県
が

実
施
す
る
放
課
後
児
童
支
援
員

認
定
資
格
研
修
修
了
者
、
教
育

学
部
等
で
幼
児
教
育
等
を
専
攻

し
た
卒
業
者
等
が
対
象
で
、
月

曜
日
か
ら
土
曜
日
の
う
ち
週
５
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皆
様
か
ら
の
会
費
や
共
同
募
金
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

流山市社会福祉協議会の活動を支えています会費には、各自治会の協力員の皆様を
通じてお寄せいただく普通会費の他、法人・賛助会員の皆様からの会費があります。
この法人会員や賛助会員は、当会の活動にご賛同をいただいた法人（企業や商店等）
や個人の皆様からお寄せいただくものです。より多くの皆様のご賛同をお待ちしてい
ます。問流山市社会福祉協議会福祉総務課総務係 04－7159－4735

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

寄付金 敬称略　（30/8/16～30/12/15）

寄付物品 敬称略　（30/8/16～30/12/15）

とうかつ中央農業協同組合
千葉土建柏流山支部
磯村　道子
凹まない企画事務所
老人クラブ天寿会
本門佛立宗　妙晃寺
流山市仏教青年会
北　孝子
匿名
秋元　篤司
匿名

50,000
50,000
10,000
45,000
1,634
15,000
24,030
5,000
3,000
2,000
20,500

小山　忠士   
匿名   
流山北小地区ボランティアグループ
匿名   
匿名   
匿名   
四季野自治会   
前ヶ崎みやびの会   
匿名   
千葉県たばこ商業協同組合かしわ支部   
匿名   
匿名
匿名
水代果樹園   
松本　幹雄   
向小金小学校PTA   

お米
タオルほか
雑巾
食料品
紙おむつほか
紙おむつ
ジャンパーほか
雑巾
雑巾
雑巾ほか
紙おむつほか
車椅子
布団
キウイフルーツ
食料品ほか
雑巾

10㎏
9点
6袋
22点
30点
6点
74点
50枚
17枚
5点
17点
1台
1枚
50箱
14点
138枚

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

丸木　清治
岡村　敏彦
山梨　美代子
小山　絹子
吉田　康彦
大野　トシ子
寺谷　直恭
小林　美佐子
匿名
塩谷　節子
長友　達夫

1,000
5,000
5,000
10,000
5,000
10,000
10,000
1,000
3,000
10,000
10,000

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

10,000
10,000
10,000
10,000
10,000
10,000
20,000
10,000
10,000
10,000
10,000
10,000
10,000
10,000
10,000

10,000

30,000
10,000

円

円

円

10,000
10,000
10,000

賛助会員（1口1,000円）
有限会社流山防災
株式会社流山石油
有限会社シオザワ
学校法人岡本学園
東京ベイ信用金庫流山支店
株式会社荘栄建設
広文堂金庫事務機株式会社.
有限会社富塚
株式会社木谷工業
八幡地所株式会社
流山建設業協同組合
奥羽建設有限会社
株式会社オーチュー船橋支店
有限会社戸部商事
京和ガス株式会社
日科ミクロン株式会社　
福祉のニッカ流山営業所
栄光産業株式会社
有限会社ユニテック

とうかつ中央農業協同組合流山支店
株式会社京葉銀行流山支店
株式会社トラストワーク

敬称略　(30/8/16～30/12/15)

敬称略　(30/8/16～30/12/15)
法人会員（1口10,000円）

ご
高
齢
者
と
身
障
者
の
セ
ン
タ
ー
で

ご
高
齢
者
と
身
障
者
の
セ
ン
タ
ー
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
員
を
募
集

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
員
を
募
集

法人会員・賛助会員の募集ご協力ありがとうございます

JAが農業まつりの収益金を寄付

皆様のあたたかい善意に
心から感謝いたします

正
規
職
員
を
募
集
中
で
す

スタッフによる認知症サポーター養成講座

研修も充実していて安心です

　

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
正
規
職
員
を
募
集
中
で
す
。

　

▽
主
な
仕
事
の
内
容
＝
地
域
の

高
齢
者
等
の
心
身
の
健
康
維
持
、

生
活
の
安
定
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
の
向
上
と
増
進
の
た
め
必
要
な

援
助
、
支
援
を
包
括
的
に
担
う
地

域
の
中
核
機
関
で
す
▽
勤
務
先
＝

流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
▽
募

集
対
象
及
び
給
与
＝
保
健
師
（
18

万
３
千
５
百
46
円
〜
）
、
看
護
師

（
16
万
３
千
５
百
46
円
〜
）※

准

看
護
師
は
不
可
、
地
域
ケ
ア
、
地

域
保
健
等
に
関
す
る
経
験
が
あ
れ

ば
な
お
可
、
主
任
介
護
支
援
専
門

員
（
22
万
１
千
５
百
71
円
〜
、
資

格
手
当
・
職
務
手
当
含
）
の
い
ず

れ
か
の
資
格
及
び
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
持
つ
方
▽
待
遇
＝
期
末

勤
勉
手
当
最
大
３
・
95
カ
月
、
有

給
休
暇
最
大
20
日
、
通
勤
手
当

（
当
会
規
定
に
よ
り
支
給
）
及
び

職
歴
加
算
あ
り
▽
勤
務
日
＝
シ
フ

ト
制
に
よ
り
週
５
日
▽
勤
務
時
間

＝
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
（
休

憩
１
時
間
含
む
）
▽
応
募
方
法
＝

履
歴
書
（
市
販
・
写
真
貼
付
）
、

卒
業
と
資
格
を
証
明
す
る
も
の
を

直
接
ま
た
は
郵
送
で
社
会
福
祉
協

議
会
へ

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

総
務
課
総
務
係

0
4―

７
１
５
９―

４
７
３
５

　

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

訪
問
介
護
員
（
登
録
ヘ
ル
パ
ー
）

を
募
集
中
で
す
。
お
子
さ
ん
が
ま

だ
小
さ
い
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
活
躍

中
で
す
。
１
時
間
か
ら
働
け
ま
す
。

未
経
験
の
方
で
も
、
研
修
が
充
実

し
て
い
る
の
で
安
心
し
て
お
仕
事

で
き
ま
す
。

　

▽
主
な
仕
事
の
内
容
＝
利
用
者

自
宅
内
で
の
介
護
業
務
▽
勤
務
先

＝
流
山
市
内
利
用
者
宅
（
直
行
直

帰
）
▽
待
遇
＝
介
護
福
祉
士
は
身

体
介
護
時
時
給
千
３
百
60
円
、
生

活
援
助
は
時
給
千
百
10
円
。
介
護

職
員
初
任
者
研
修
（
ヘ
ル
パ
ー
２

級
）
は
身
体
介
護
時
給
千
２
百
40

円
、
生
活
援
助
は
時
給
千
円
。
事

務
通
信
費
1
件
４
百
50
円
、
通
勤

手
当
1
件
百
円
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
時
間
給
割
増
。
有
給
休
暇
、

制
服
貸
与
▽
対
象
＝
介
護
職
員
初

任
者
研
修
課
程
（
ヘ
ル
パ
ー
２

級
）
以
上

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅

サ
ー
ビ
ス
課
訪
問
介
護
事
業
所

0
4―

７
１
５
９―

８
７
１
１

　

高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
及
び
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
介
護
員
を
募
集
中

で
す
。

　

▽
主
な
仕
事
の
内
容
＝
介
護
業

務
等
▽
勤
務
先
＝
流
山
市
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
１
階
・
２
階
▽
給
与
＝
①

嘱
託
職
員
・
月
額
17
万
千
円
（
職

務
手
当
・
資
格
手
当
含
む
。
他
に

期
末
手
当
最
大
２
・
７
カ
月
）
、

②
臨
時
職
員
・
時
給
千
80
円
（
介

護
福
祉
士
有
資
格
者
は
千
百
10

円
）
▽
勤
務
日
＝
①
週
５
日
、
②

週
３
日
程
度
（
日
曜
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
▽
勤
務
時
間
＝
①
８

時
〜
16
時
45
分
、
②
９
時
〜
17
時

（
休
憩
１
時
間
含
む
）
▽
資
格
＝

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
訪
問
介

直
行
直
帰
の

ヘ
ル
パ
ー
を
募
集

介
護
認
定
調
査
員

を
募
集

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認

定
調
査
員
（
臨
時
職
員
）
募
集
中

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

▽
主
な
仕
事
の
内
容
＝
要
介
護

認
定
の
申
請
を
さ
れ
た
方
の
ご
自

宅
・
施
設
な
ど
を
訪
問
し
て
、
身

体
等
の
状
況
を
調
査
し
、
調
査
票

を
作
成
し
ま
す
▽
勤
務
先
＝
流
山

市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
▽
時
給
＝

千
４
百
50
円
▽
勤
務
日
＝
シ
フ
ト

に
よ
り
週
３
日
程
度
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▽
勤
務
時
間
＝
９
時
〜
17
時
（
休

憩
１
時
間
含
む
）
▽
資
格
＝
介
護

支
援
専
門
員
、
都
道
府
県
が
実
施

す
る
認
定
調
査
員
新
規
研
修
修
了

者
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
を

有
す
る
方
▽
待
遇
＝
有
給
休
暇
、

通
勤
手
当
（
支
給
要
件
に
応
じ
て

支
給
）

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅

サ
ー
ビ
ス
課
在
宅
サ
ー
ビ
ス
係

0
4―

７
１
５
９―

4
7
3
5

　

し
あ
わ
せ
は
、
食
卓
の
な
か
に

あ
る
。
笑
っ
て
、
泣
い
て
、
ほ
っ

こ
り
元
気
を
も
ら
う
、
子
育
て
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
と
懇
談
会

を
江
戸
川
大
学
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
公
開
講
座
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月
９
日
（
土
）
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
▽
会
場
＝
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
流
山
エ
ル
ズ
▽

内
容
＝
劇
場
版
『
い
た
だ
き
ま

す
』
の
上
映
及
び
懇
談
会
▽
入
場

＝
無
料
（
要
申
込
）

問
江
戸
川
大
学
企
画
総
務
課

0
4―

７
１
５
２―

９
９
０
８

護
員
養
成
研
修
２
級
）
課
程
以
上

▽
待
遇
＝
有
給
休
暇
、
制
服
貸
与
、

通
勤
手
当
（
当
会
規
定
に
よ
り
支

給
）

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅

サ
ー
ビ
ス
課
在
宅
サ
ー
ビ
ス
係

0
4―

７
１
５
９―

４
７
３
５

　

高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
及
び
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
利
用
者
の

送
迎
車
の
運
転
士
（
臨
時
職
員
）

を
募
集
中
で
す
。

　

▽
主
な
仕
事
の
内
容
＝
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
ご
利
用
者
様
の
ご
自
宅

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
間
の

送
迎
業
務
等
▽
勤
務
先
＝
流
山
市

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階
・
２
階
▽
時

給
＝
９
百
円
▽
待
遇
＝
有
給
休
暇
、

通
勤
手
当
（
当
会
規
定
に
よ
り
支

給
）
▽
勤
務
日
＝
月
〜
土
曜
日

（
年
末
年
始
を
除
く
）
シ
フ
ト
制

に
よ
る
週
４
日
程
度
▽
勤
務
時
間

＝
1
日
3
・
5
時
間
程
度
（
7
時

40
分
〜
10
時
10
分
の
間
で
1
・
5

時
間
程
度
、
15
時
〜
17
時
）
▽
資

格
＝
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
在
宅

サ
ー
ビ
ス
課
在
宅
サ
ー
ビ
ス
係

0
4―

７
１
５
９―

４
７
３
５

ご利用者もスタッフも健康に！

　12月10日（月）、とうかつ中央農業協同組合の秋元篤
司会長と秋谷暢彦常務理事が流山市社会福祉協議
会を訪れ、11月25日（日）に流山市総合運動公園で開
催された流山農業まつりの収益金５万円をご寄付くだ
さいました＝写真。ありがとうございました。有効に活用
させていただきます。

八木中学校区民生委員児童委員協議会
西初石中学校区民生委員児童委員協議会
北部中学校区民生委員児童委員協議会
南流山中学校区民生委員児童委員協議会
東部中学校区民生委員児童委員協議会

送
迎
車
両
の
運
転

士
を
募
集

社
協
後
援
事
業

い
た
だ
き
ま
す
上
映
会

ながれやま福祉だより 第 号179平成31年1月15日（3）

福祉の資格を活かしませんか。福祉のお仕事をお探しの方はお気軽にお問い合わせください。



流山市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）
TEL 04-7159-4939
FAX 04-7159-4736

E-mail volcen@nagareyamashakyo.com

※印は、ボランタリーポット（古切手等回収容器）設置場所です。なお、お寄せいただいた切手類はボランティアの
　皆さんによる整理・集計後に掲載しております。

こ
ま
ぎ
園
が
10
周
年

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
考
え
る

避難所の運営を模擬体験
学
校
や
自
治
会
な
ど
多
く
の
団
体
が
参
加

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
々
へ
就
労
支
援

落
語
と
の
こ
ぎ
り

演
奏
チ
ャ
リ
テ
ィ

社
協
後
援
事
業

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え

人
形
劇
レ
イ
ン
ボ
ー
に
県
社
会
奉
仕
賞

　

12
月
８
日
（
土
）
、
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
南
口
広
場
を
中
心
に

「
流
山
お
お
た
か
の
森
防
災
フ
ェ

駅前広場で避難所運営ゲームを体験

手づくりの10周年記念大会を開催したこまぎ園の皆さん

珍しいのこぎりの演奏にうっとり

四半世紀の活動を続けている人形劇レインボーの皆さん

　

12
月
15
日
（
土
）
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
『
流
山
こ
ま
ぎ

園
』
の
開
設
10
周
年
記
念
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
「
流
山
こ
ま

ぎ
園
」
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
働

く
場
と
し
て
、
生
産
活
動
の
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
就
労
に

必
要
な
知
識
及
び
能
力
向
上
の
た

　

12
月
15
日
（
土
）
、
流
山
福
祉

会
館
で
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
落
語

家
や
音
楽
家
の
皆
さ
ん
を
お
招
き

し
て
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
を
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

ご
来
場
さ
れ
た
ご
近
所
の
皆
さ

ん
は
、
流
流
亭
山
助
さ
ん
の
落
語

に
お
腹
を
抱
え
て
笑
い
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
ソ
ー
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「
の
こ
ぎ
り
演

奏
」
に
聴
き
入
り
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ひ
と
と
き
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、

こ
う
し
た
福
祉
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

が
登
録
さ
れ
、
福
祉
施
設
な
ど
と

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
行
っ
て
い

ま
す
。

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

ア
2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

防
災
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

考
え
て
い
こ
う
と
地
域
の
学
校
や

自
治
会
、
社
会
福
祉
法
人
、

N
P
O
、
市
、
企
業
な
ど
多
く
の

機
関
や
団
体
が
準
備
を
重
ね
て
き

た
も
の
で
、
流
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
も
３
年
前
か
ら
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
、
必
要
が
あ
れ
ば
避
難

所
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
こ
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る

の
か
、
何
を
備
え
、
何
を
す
べ
き

か
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
と
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
（
H
U
G
）
の
体

験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
は
、

も
し
も
、
近
く
の
自
治
会
館
や
集

会
所
に
近
く
の
方
々
が
避
難
さ
れ

て
き
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
か
、
ど
う
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
ゲ
ー
ム

で
、
流
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
今
年
度
か
ら
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
緊
急
車
両
体
験
や
非

常
食
の
試
食
、
あ
か
ち
ゃ
ん
避
難

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
避
難
所
を

実
況
中
継
す
る
当
日
限
り
の
ミ
ニ

ミ
ニ
放
送
局
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
書
補
助
犬
を
ご
存
知
で
す
か
。

お
お
た
か
の
森
こ
ど
も
図
書
館
等

で
は
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
２
月
２
日
（
土
）
13
時

〜
15
時
▽
会
場
＝
お
お
た
か
の
森

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
千
葉
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
長
・

篠
田
英
雄
さ
ん
「
ど
う
ぶ
つ
と
の

絆
・
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
役
割
」、

公
益
財
団
法
人
日
本
動
物
病
院
協

会
相
談
役
、
獣
医
師
・
柴
内
裕
子

さ
ん
「
C
A
P
P
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
・『
R
e
a
d
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

に
つ
い
て
」▽
入
場
＝
無
料
（
要

申
込
）

問
お
お
た
か
の
森
セ
ン
タ
ー

0
4―

７
１
５
９―

７
０
３
１

　

12
月
19
日
（
水
）
、
千
葉
県
庁

で
千
葉
県
社
会
奉
仕
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
流
山
市
の
人
形
劇
レ

イ
ン
ボ
ー
の
皆
さ
ん
が
表
彰
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。

　

人
形
劇
レ
イ
ン
ボ
ー
（
入
野
壽

子
代
表
・
10
人
）
の
皆
さ
ん
は
、

地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て

平
成
６
年
６
月
に
結
成
さ
れ
、
駒

木
台
福
祉
会
館
を
拠
点
に
活
動
を

展
開
し
、
人
形
劇
公
演
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
お
話
の
魅
力
や
生

の
舞
台
の
楽
し
さ
を
伝
え
続
け
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
保
育
所
や

幼
稚
園
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
公
民

館
な
ど
で
年
間
13
公
演
を
行
い
、

八
百
五
十
七
人
の
皆
さ
ん
に
夢
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
人

形
づ
く
り
を
は
じ
め
、
衣
装
、
小

道
具
、
大
道
具
、
脚
本
な
ど
も
す

べ
て
手
づ
く
り
で
温
も
り
の
あ
る

舞
台
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

入
野
代
表
は
、
「
こ
れ
を
機
会

に
次
の
５
年
、
10
年
に
向
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

め
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
イ
オ
ン
デ
ィ
ラ

イ
ト
株
式
会
社
か
ら
受
注
し
た
買

い
物
か
ご
の
洗
浄
作
業
を
続
け
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
工
賃
の

実
績
は
、
県
内
の
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
3
0
5
か
所
の
う
ち
、

11
位
で
し
た
。

　

当
日
は
、
井
崎
流
山
市
長
や
地

元
の
八
木
北
地
区
社
協
会
長
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
イ
オ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ト
株

式
会
社
か
ら
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

作
業
用
の
エ
プ
ロ
ン
が
贈
ら
れ
、

実
際
の
洗
浄
作
業
や
和
太
鼓
の
演

奏
な
ど
も
披
露
し
ま
し
た
。

ど
う
ぶ
つ
と
の
絆
と

        

犬
へ
の
読
み
聞
か
せ
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切手 ベルマーク

6,355

750

1,806

427

65

2,365

5,778

120

549

780

3,665

456

224

0

0

104

0

55

0

0

119

0

370

479

483

1,811

915

374

255

581

639

5,416

1,657

35,640

77

2

257

547

186

58

0

23

93

389

0

2,590

切手 ベルマーク

ヨークマート株式会社
江戸川台店
株式会社
市村工業
広文堂金庫

事務機株式会社
特別養護老人ホーム
月の船

西深井地域生活支援
センターすみれ
向小金

小学校ＰＴＡ
流山商工会議所
女性会

中鉢　貞子

ポプリ会

※東部公民館

※初石公民館

北條　ヨシ子

白梅会

ちばぎん
Ｖネットクラブ

ご協力
ありがとう
ございます！！

※向小金
福祉会館
※南流山
福祉会館
※平和台
福祉会館
※名都借
福祉会館
※野々下
福祉会館

※コミュニティ
プラザ
※南流山
センター
流山市役所

合計


